
広報こうた●2008（H20）8.1 2

～災害時要援護者支援制度～
　近年、地震・台風等による大規模な自然災害が全国各地で発生しております。当町には幸いにこれまで大き
な災害はありませんが、これらの各地の災害を教訓とし、地震や風水害等の災害が発生した際に、自力で避難
することが困難なかた、または家族等の援助が困難で何らかの助けが必要なかた（災害時要援護者）をご近所
のお力をお借りして、支援を受けられる制度です。

登
録
方
法

①
制
度
を
利
用
し
た
い
人
（
要
援
護
者
）
は
、

事
前
に
登
録
を
し
ま
す
。

②
町
が
示
し
た
一
定
の
基
準
内
で
、
在
宅
に
て

災
害
時
等
に
お
け
る
支
援
を
希
望
さ
れ
る
か

た
で
、
支
援
を
受
け
る
た
め
に
本
人
ま
た
は

介
護
者
、
保
護
者
等
が
支
援
に
必
要
な
個
人

情
報
を
地
域
に
お
け
る
支
援
者
に
提
供
す
る

こ
と
に
同
意
さ
れ
た
か
た

③
登
録
す
る
際
に
、
支
援
の
た
め
に
必
要
な
個

人
情
報
を
地
域
に
お
け
る
支
援
者
（
区
長
、

自
主
防
災
会
等
）
に
提
供
す
る
こ
と
に
同
意

さ
れ
た
か
た

④
そ
の
他
一
定
の
基
準
に
適
合
し
な
い
が
、
そ

れ
に
準
じ
る
と
町
長
が
認
め
た
か
た

　

町
は
、台
帳
を
作
成
し
そ
の
原
本
を
保
管
し
、

そ
れ
を
も
と
に
要
援
護
者
の
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
等
を
転
記
し
た
登
録
者
一
覧
表
を
作
成

し
ま
す
。
登
録
者
一
覧
表
は
、
災
害
時
要
援
護

者
が
住
ん
で
い
る
自
主
防
災
会
長
さ
ん
に
お
渡

し
し
、
災
害
発
生
時
の
支
援
体
制
を
整
え
て
い

た
だ
く
た
め
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

な
お
、
登
録
者
一
覧
表
に
は
個
人
情
報
が
掲

載
さ
れ
ま
す
の
で
、
登
録
時
に
は
、
右
記
の
か

た
に
情
報
提
供
し
て
も
よ
い
と
い
う
ご
本
人
の

同
意
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

台
帳
に
記
載
さ
れ
る
内
容

　
「
氏
名
」「
住
所
」「
方
書
」「
生
年
月
日
」「
性
別
」

「
電
話
番
号
」「
要
援
護
者
区
分
」「
緊
急
時
の

家
族
等
連
絡
先
」「
具
体
的
な
身
体
等
の
状
況
」

「
特
記
事
項
」
な
ど
（
棒
線
は
必
須
事
項
で
す
。

そ
れ
以
外
の
項
目
は
、
書
き
た
く
な
け
れ
ば
空

欄
で
結
構
で
す
。）

災
害
時
要
援
護
者
対
象
者

・	

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
（
75
歳
以
上
）

・	

寝
た
き
り
高
齢
者
（
65
歳
以
上
）

・	

高
齢
者
の
み
の
世
帯
（
75
歳
以
上
）

・	

身
体
障
害
（
児
）
者
（
身
体
障
害
者
手
帳
受

給
者
）

・	

知
的
障
害
（
児
）
者
（
療
育
手
帳
受
給
者
）

・	

精
神
障
害
者

・	

要
介
護
認
定
者
（
要
介
護
3
級
以
上
）

・	

特
定
疾
患
医
療
給
付
受
給
者

役場

・	

人
工
透
析
患
者

・	

そ
の
他
（
前
記
に
準
じ
る
状
態
に
あ
る
難
病

患
者
）

申
請
方
法

　
「
災
害
時
要
援
護
者
登
録
名
簿
申
請
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、幸
田
町
総
務
防
災
課
、

福
祉
課
、
社
会
福
祉
協
議
会
い
ず
れ
か
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
総
務
防
災
課
、

福
祉
課
、社
会
福
祉
協
議
会
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

申
請
後
に
担
当
職
員
が
災
害
時
要
援
護
者
カ
ー

ド
作
成
の
た
め
お
伺
い
致
し
ま
す
。

〔
登
録
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。〕

「
災
害
時
要
援
護
者
登
録
名
簿
申
請
書
」

▲写真は昭和20年１月13日におきた三河地震直後の深溝断層の状況
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　地震・台風等の備えは、日ごろからの心がけが大切です。また、水の確保は、重要な課題です。現在使わ
れている井戸を緊急時に近所の人が利用することができれば非常時の緊急対策になると思われます。そこで、
平成19年度に家庭で実際に使われている井戸についての実態調査を行いました。その結果が下表の①です。

（調査表により回答があった分のみ記載しています。）
　次に、生活レベルで災害に関する危険度情報と安全情報を整理・評価し、地域の防災に関する弱点を洗い
出すために、防災アンケート調査を平成19年12月から平成20年２月の間に実施しました。（調査結果②、各
行政区評価③）【調査分析：愛知工業大学地域防災センター】
　今後これらの結果を踏まえて、災害に強い街づくりを進めていきます。

①井戸データ一覧表
区　名 戸　数 井戸箇所 割合

長　嶺 65 27 41.5
久保田 101 30 29.7
坂　崎 952 139 14.6
大　草 1,506 90 6.0
高　力 339 0 0
鷲　田 1,050 90 8.6
新　田 46 4 8.7
岩　堀 1,829 145 7.9
横　落 952 25 2.6
荻 264 67 25.4

芦　谷 1,515 62 4.1
幸　田 255 14 5.5
桜　坂 221 0 0
里 763 73 9.6

市　場 693 65 9.3
海　谷 266 82 30.8
逆　川 54 23 42.6
野　場 630 96 15.2
永　野 74 11 14.9
須　美 92 15 16.3
六　栗 482 35 7.3
上六栗 222 0 0
桐　山 102 42 41.2
合　計 12,473 1,135 9.1

③各行政別評価
区　名 評　価
長　嶺 地域連帯力は高い。安全対策力・備蓄力・避難力が低いため改善が必要。特に備蓄力の改善が必要。
久保田 地域連帯力は高い。備蓄力・避難力が低いため改善が必要。
坂　崎 ほぼ平均的な防災力の地区。
大　草 訓練力・地域連帯力が低く、改善の必要がある。総合的にも低いため全体的な意識の向上が必要。
高　力 安全対策力・訓練力が低いため改善が必要。
鷲　田 安全対策力・訓練力・地域連帯力が低く、改善が必要。

新　田 防災力・地域連帯力は高い。安全対策力・備蓄力・避難力が低いため改善が必要。総合的に見ると防災力
の高い地区。

岩　堀 訓練力・地域連帯力が低く、改善の必要がある。総合的にも低いため全体的な意識の向上が必要。
横　落 地域連帯力が低く改善が必要であるが、総合的に高い防災力の地区。
荻 幸田町の平均的な防災力と同じ地区。

芦　谷 地域連帯力が特に低いため改善が必要、その他は平均的である。
幸　田 安全対策力・避難力は高い。地域連帯力は最も低いため早急な改善案が必要。
桜　坂 地域連帯力以外の項目で高い防災力がある。
里 安全対策力・備蓄力・地域連帯力が低く、改善が必要。

市　場 訓練力・地域連帯力が低いため、改善が必要。
海　谷 ほぼ平均的な防災力の地区。
逆　川 訓練力・地域連帯力が高い。特に地域連帯力は最も高い。備蓄力・避難力が低く、特に備蓄力の改善が必要。
野　場 ほぼ平均的な防災力の地区。
永　野 安全対策力以外の項目で高い防災力がある。
須　美 安全対策力・備蓄力・避難力が低いため改善が必要。特に避難力は最も低いため早急な改善が必要。
六　栗 安全対策力は高い。訓練力・地域連帯力が低いため改善が必要。特に地域連帯力の改善が必要。
上六栗 安全対策力以外の項目が高く、防災力の高い地区。
桐　山 訓練力・地域連帯力は高い。その他の項目も平均であるため防災力の高い地区。

問合せ　総務防災課安全対策Ｇ（内線 327）

②防災アンケート調査結果（５段階評価５高→１低）
区　名 安全 

対策力 備蓄力 避難力 訓練力 地域 
連帯力 総合力

長　嶺 2.5 2.3 1.9 2.7 3.5 2.6
久保田 2.7 2.4 1.9 2.8 3.4 2.7
坂　崎 2.6 2.6 2.2 2.7 3.1 2.6
大　草 2.6 2.6 2.1 2.6 2.8 2.5
高　力 2.5 2.6 2.1 2.6 3.1 2.6
鷲　田 2.5 2.6 2.1 2.6 3.0 2.6
新　田 2.5 2.4 2.0 3.0 3.6 2.7
岩　堀 2.6 2.6 2.1 2.5 2.7 2.5
横　落 2.8 2.6 2.3 2.9 2.9 2.7
荻 2.6 2.5 2.2 2.7 3.1 2.6

芦　谷 2.7 2.6 2.2 2.6 2.7 2.6
幸　田 2.7 2.6 2.2 2.7 2.7 2.6
桜　坂 2.9 2.8 2.2 2.8 3.1 2.8
里 2.5 2.5 2.2 2.7 2.9 2.6

市　場 2.6 2.6 2.2 2.5 2.9 2.6
海　谷 2.5 2.7 2.2 2.7 3.1 2.6
逆　川 2.6 2.2 1.8 2.9 3.7 2.6
野　場 2.5 2.6 2.1 2.7 3.2 2.6
永　野 2.6 2.9 2.3 3.0 3.4 2.9
須　美 2.5 2.4 1.8 2.8 3.3 2.6
六　栗 2.7 2.6 2.1 2.6 2.8 2.6
上六栗 2.6 2.7 2.3 2.9 3.2 2.7
桐　山 2.6 2.6 2.1 2.8 3.4 2.7
平　均 2.6 2.6 2.1 2.7 3.1 2.6
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子どもの安全・安心なまちづくり

　例年、車上ねらいや、
空き巣などの侵入盗被
害が多発しています。

☎ 

問合せ　総務防災課安全対策Ｇ（内線 328）

　新聞やテレビなどで、近年頻繁に子どもを狙った犯罪が報道されています。普段の生活の中で、子どもた
ちが犯罪に巻き込まれるかもしれないという不安を、多くの人が感じています。
　町内でも昨年１年間で不審者情報が34件（18年は45件）報告されています。子どもたちの被害を未然に
防ぎ、地域の安全を守っていくためには、地域全体で取り組んでいくことが重要です。
　まず、下の円グラフは、平成19年中の町内の窃盗犯発生件数の内訳です。19年中に町内の窃盗犯が、
449件（18年中は451件）発生しています。
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学
校
で
は
児
童
生
徒
の
安
全
の
た

め
に
こ
ん
な
こ
と
を
行
っ
て
い
ま

す
。

防
犯
ブ
ザ
ー
・
防
犯
ホ
イ
ッ
ス
ル

　

16
年
度
に
防
犯
ブ

ザ
ー
を
全
小
中
学
生
に

配
布
し
、
19
年
度
に
は

全
小
学
生
に
ホ
イ
ッ
ス

ル
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

登
下
校
時
に
は
い
つ

も
身
に
つ
け
、
い
つ
で

も
鳴
ら
せ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

緊
急
メ
ー
ル
配
信

　

今
年
度
の
６
月
か
ら
始
ま
り
、
児
童
生
徒
の
保
護
者
や

地
域
の
か
た
に
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
を
使
っ
て
不
審
者
情

報
な
ど
の
子
ど
も
の
安
全
に
関
わ
る
情
報
を
配
信
し
ま
す
。

　

配
信
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
近
隣
の
小
学
校
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

福
祉
巡
回
バ
ス
下
校

　

４
つ
の
小
学
校
か
ら

遠
距
離
通
学
の
約
80
人

の
児
童
が
福
祉
巡
回
バ

ス
を
使
っ
て
下
校
を
し

て
い
ま
す
。

　

停
留
所
か
ら
は
保
護

者
と
い
っ
し
ょ
に
帰
り

ま
す
。

下
校
状
況
把
握
マ
ッ
プ

　

各
小
学
校
で
作
成
し
、

全
児
童
の
家
の
位
置
を

地
図
上
に
記
し
、
だ
れ

が
ど
こ
か
ら
何
時
ご
ろ

一
人
で
下
校
す
る
こ
と

に
な
る
か
把
握
し
て
い

ま
す
。

　

家
庭
や
地
域
の
か
た

に
子
ど
も
の
下
校
時
に

は
散
歩
や
巡
回
を
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
安
全
下
校
の
た
め
に
こ
ん

な
か
た
た
ち
が
協
力
し
て
く
れ
て
い

ま
す

１
１
０
番
の
家

　
（
１
１
０
番
の
家
と
は
、
子
ど
も
が
緊
急
時
に
駆
け
込

ん
だ
時
に
、
保
護
し
警
察
に
連
絡
を
し
て
く
れ
る
家
で
、

次
の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。）

①
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家

　

通
学
路
上
や
子
ど
も

が
日
常
利
用
す
る
公
園
、

広
場
な
ど
の
近
く
の
家

が
岡
崎
警
察
署
か
ら
委

嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。
現

在
幸
田
町
で
165
戸
登
録

さ
れ
て
い
ま
す
。

②
チ
ョ
キ
ち
ゃ
ん
こ
ど
も
１
１
０
番

　

愛
知
県
理
容
生
活
衛

生
同
業
組
合
に
加
入
し

て
い
る
理
容
店
20
戸
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
か
け
こ
み

　

１
１
０
番

　

愛
知
県
石
油
商
業
組

合
に
加
入
し
て
い
る
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
９
戸

登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

幸
田
町
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

　

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
、

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
、
安
心

見
守
り
隊
な
ど
18
団
体
約

1,060
人
が
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

児
童
・
生
徒
の
下
校

時
、
夜
間
に
学
区
ま
た
は

区
内
な
ど
を
巡
回
し
子
ど

も
た
ち
の
安
全
や
地
域
の

防
犯
の
啓
発
に
努
め
て
い

ま
す
。

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

　

警
察
Ｏ
Ｂ
が
小
学
校
を
巡
回
し
、
防
犯
の
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。
平
成
17
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
本
年
度

は
３
～
４
回
各
校
を
巡
回
し
ま
す
。

問
合
せ　

学
校
教
育
課
学
校
教
育
Ｇ
（
内
線
４
２
２
）
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�
へ

と
のみ

洗浄・消毒して
として

何回も使用します。

のびん
�

中身はの
破砕→溶かして再び

に
します。

�で、ペット
フードの缶も該当

磁石で選別し、溶かし
て再び

などに
します。

�
と 溶かして と

にそれぞれ
します。

など
�

分別③､⑤､⑧以外の
や

等
も該当。

溶かして再び など
に します。

へ
は

へ

は
へ

など
�

と
のみ

破砕してガラス部分
は
に、含まれている水銀
は、焙焼→精製して
再び に
します。

は
へ

など
�

破砕して「

」へ します。 は
へ

は へ。

ペットボトル等の
など

�

や
缶詰の
また

も該当

溶かして再び
に します。

は へ
は

へ
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�破砕して に
します。 は

へ
は へ

と のみ して
を取り出し
します。

�
の表示がある
が該当

溶かして や
に します。

は へ、
また必ず

など
�と

のみ
溶かして
に しま

す。
は

へ

など
�

の表示がある 溶かして
に しま

す。

から､プラスチック
製品は へ。

など
�

新聞､チラシ､本・雑誌
類､段ボール類､紙パッ
ク

溶かして
や
に

します。 に出せるものは分別
して地域の か町の

へ。

�

①から⑭の
不燃物で

でできているもの

岡崎市リサイクルプ
ラザで破砕･分別し

になる部分を
し

ます。


